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研究成果の概要（和文）： 本調査研究では、困難を有する若者の実態とその支援のあり方について、リテラシーとい
う概念に着目して整理・検討することを目的とした。そうした問題意識のもと、困難を有する若者を支援する団体や当
事者（若者）に対する聞き取り調査を実施した。
 その結果、支援にあたっては、居場所の提供や信頼できる人間関係の構築、基本的な生活習慣の確立がまず必要であ
ること、そのうえで、若者の背景をつかみ、寄り添いながら、かれらの主体性を育んでいくことが求められる、という
ことが明らかになった。くわえて、関係する団体や機関が連携することで、重層的かつ継続的な支援が可能となること
もわかった。

研究成果の概要（英文）：　　In this research, we tried to think about literacy problem among the youth in 
difficulties and support programs for them. Then, we carried out the hearing investigation for the youth 
in difficulties and staffs of some groups that support them.
　　As a result, we found that it was important to construction the place of her/his own, the reliable 
relationship with staffs, the basic lifestyle her/himself in support for the youth in difficulties. And 
then, it was important too that brought up her/his independence through grasping social backgrounds of 
the youth in difficulties, close to her/him. In addition, we found that cooperating some groups and 
institutions made it possible to multitiered and continuous supports.

研究分野：社会教育
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１．研究開始当初の背景 

 近年、日本においても、若年の失業者や無
業者、フリーター等の急激な増加に伴い、「社
会的困難を有する若年者」に対する関心が高
まっている。このような状況の中、2000 年
代以降には、当該若年者を対象とした量的及
び質的な調査研究が徐々に蓄積されてきた。  

これら一連の研究成果を概観すると、不安
定な家庭の出身者が十分な教育を受けられ
ないまま早期に学校を離れ、「低学力問題」
を抱えたまま、安定した職業に就くこともな
く、再び不安定な成人期に移行していくとい
う共通のプロセスが見出される（小杉、
2005；部落解放・人権研究所、2006）。その
ような状況にある若年者の支援策について
は、さまざまな施策のもとに模索が続いてい
る。 

 

２．研究の目的 

上記のような背景にもとづき、本調査研究
では、これまで問題視されながら十分にその
実態が解明されてこなかった当該若年者の
「リテラシー」の問題に焦点を当て、その現
状の把握及び特徴の分析を行うとともに、そ
れらを踏まえた「成人基礎教育（adult basic 

education）」等の支援方策について実証的に
検討を加える（上杉、2000；添田、2012）こ
とを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 本調査研究では、社会的に困難を有する若
年者を対象として支援等を行っている団
体・組織を訪問し、そこの支援者ならびに被
支援者に対する聞き取り調査等を、2013・
2014 年度に実施した。具体的な対象として
は、更生保護施設、自主夜間中学、識字学級
で、地域若者サポートステーション、公立夜
間中学校、フリースクール、進路多様校であ
る。これらの調査をとおして、各支援団体・
組織の現状と課題、被支援者（困難を有する
若年者）の実態とかれらに対する支援のあり
方について考察を進めた。 

上記の調査結果とあわせて、日本国内にお
ける若年者支援に関連する諸制度・施策や海
外（イギリス、アメリカ、韓国）の成人基礎
教育施策・実践の動向、PIAAC（国際成人力
調査）の結果の検討などをしたうえで、「リ
テラシー」概念の整理を行った。 

 

４．研究成果 

各支援団体への聞き取り調査の結果から
は、支援にあたっては、居場所の提供や信頼
できる人間関係の構築、基本的な生活習慣の
確立がまず必要であること、そのうえで、若
者の背景をつかみ、寄り添いながら、かれら
の主体性を育んでいくことが求められる、と
いうことが明らかになった。くわえて、関係
する団体や機関が連携することで、重層的か
つ継続的な支援が可能となることもわかっ
た。 

他方で、「困難を有する」若者のリテラシ
ーや生活などの実態について総体的に把握
する調査の実施と、リテラシー概念の整理に
ついては、今後の課題として残った。 
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